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自分の夢を信じ、夢をあきらめない！！ 稲
穂

　沖縄タイムス創刊７０周年企画「夢の種まきプロジェクト～ＭＡＳＡマジッ
ク小学校巡回授業」に応募/当選し、ＭＡＳＡさんをお招きすることができ
ました。稲田っこたちは、ＭＡＳＡさんのマジックとお話にくぎ付け。
　自分の夢を信じ、夢をあきらめないことの大切さをお話ししていただき
ました。ＭＡＳＡさんは、小さい頃からバレー（踊る方の）を習っていて将来
はバレーダンサーになるのが夢だったが、中１の頃テレビで見た、父親が
今帰仁出身のマジシャンセロのマジックに魅せられマジックにはまったそ
うです。高校卒業後に渡米し、学校では言葉の代わりにマジックでコミュ
ニケーションを図り友達を増やす中、奇術の殿堂と言われる「マジック
キャッスル」のオーディションに沖縄県内初の合格を果たしプロになりま
した。
  ＭＡＳＡさんのお話より
　　○夢をイメージすること（なりたい自分をイメージする）
　　○自分の武器をもつこと（得意なもの：剣玉・折り紙・・・・）
　　　　　自分を過小評価しないこと
　　○自分を信じること。今できることをやること

　＊今学校ではちょっとしたマジックブームです

＊７月の学校・学年行事
　　１日　市Ｐバレー　　（台風接近のため中止　羽地中学
　　　　　　　　　　　　　校区で対戦、男女チームともに優勝）
　 　２日　学年別朝のあいさつ運動始まる
　　４日　国頭教育事務所　学校支援訪問
　　５日　がじまる号巡回日　地域懇談会
　　８日　ＰＴＡ作業
　１１日　自転車交通安全指導
　１３日　第１回漢字検定実施
　１８日　読み聞かせ
　２０日　１学期終業式　大清掃
　２４日　夏季補習　個人面談（～２６日）

*　１学期も残すと３週間、暑さに負けずがんばろう。

　「夢を叶える黄金の５ヶ条」
　　　砂川正美氏：息子４人甲子園出場の夢を叶えた
　　　　　　　　　　　　父親の子育てより

　１，頭に思い描いた夢を文字や絵にする
　２，夢が叶った時のかっこいい自分の姿を想像する
　３，ファンをいっぱい増やす（あいさつの達人になる）
　４，はきものをきちんとそろえる
　５，必ず声に出して”ありがとう”を伝える
　　あたりまえのことをあたりまえにできることは、運を自分
の所に引き寄せる力となると考え息子たちに実行させたそ
うです。

６年生　市内十数カ所の企業でジョブシャドウウイング（仕事をしている人を観察する）を行いました。
保護者の皆さん送迎ありがとうございました。

　「働く大人をじっくり観察することで、自分自身で
【仕事】や【働く】ことについて考える」学習：ジョブシャ
ドウウイングを行いました。事前学習として、教育委
員会のコーディネーターの方から、あいさつやお辞儀
の仕方、名刺交換の仕方を教わりました。当日は、
観察したことをメモしたり、働く人へ質問したりしまし
た。
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